
 

 

 

平成３０年度 
第２号 

 

県
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
卓
球
部
・
陸
上
部
と
バ
レ

ー
部
が
、
八
月
に
関
東
地
方
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

全
国
の
壁
は
高
く
、
残
念
な
が
ら
上
位
進
出
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
き
た
選
手
た
ち
に
と
っ
て
、
全
国
大
会
出
場
と
い
う
経

験
は
、
他
県
の
代
表
選
手
と
の
交
流
や
大
舞
台
で
の
緊
張
感
な
ど
、
貴
重
な
体

験
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

こ
の
経
験
を
糧
に
、
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
け
て
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

大
会
結
果 

◎
卓
球
部 

（
男
子
団
体
） 

一
回
戦 

 

中
芸
（
高
知
） 

３ 
―
 

２ 
 

志
成
館
（
熊
本
） 

 
 

 
 

 

① 

岡
田 

 

② 

谷 
 

③ 

岡
田
／
五
味 

 
 

 
 

 

④ 

藤
戸 

 

⑤ 

中
村 

 

二
回
戦 

 

中
芸
（
高
知
） 

０ 
―
 

３ 
 

堀
之
内
（
新
潟
） 

 
 

 
 

 
 

① 

谷 
 

 

② 

藤
戸 

 

③ 

五
味 

(

男
子
個
人) 

 

藤
戸
龍 

(

中
芸
・
高
知) 

 
 

 
 

 

一
回
戦 

 

０ 

― 

３ 

朝
田 

(

八
代
工
業
・
新
潟) 

 

川
島
真
文 

(

中
芸
・
高
知) 

 
 

 
 

 

一
回
戦 

 

３ 

― 

０ 

根
目
澤 

(

日
立
工
業
・
茨
城) 

 
 

 
 

 

二
回
戦 

 

０ 

― 

３ 

川
又 

(

科
学
技
術
・
徳
島) 

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

 
(

女
子
個
人) 

 

西
岡
凜 

(

中
芸
・
高
知) 

 
 

 
 

 

一
回
戦 

 

０ 

― 

２ 

小
澤 

(

学
悠
館
・
栃
木) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［ 

１０
―
２１ 

／ 

１２
―
２１ 

］ 

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

 

仁
井
田
／
山
中
／
横
山
／
有
岡
／
松
田 

佐
藤
／
馬
門 

（
グ
ル
ー
プ
戦
） 
 

 

一
回
戦 

 

中
芸
（
高
知
）
２ 

― 

０ 

向
陽
台
（
大
阪
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［ 

２５
―
２２ 

／ 

２５
―
１５ 

］ 

（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
一
回
戦
敗
退 

一
回
戦 

 

中
芸
（
高
知
）
０ 

― 

２ 

華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
岐
阜
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［ 

１１―

２５ 

／ 

１７
―
２５ 

］ 
 

◎
陸
上
部 

（
予
選
） 

 

［
男
子
］ 

 
 

川
田 

１
０
０
ｍ 

１３
秒
０６ 

／ 

２
０
０
ｍ 

２７
秒
１６ 

 
 

宮
田 

８
０
０
ｍ 

２
分
３５
秒
２８ 

／ 

１
５
０
０
ｍ 

５
分
２１
秒
８９ 

 
 

田
元 

８
０
０
ｍ 

２
分
３０
秒
６３ 

／ 

１
５
０
０
ｍ 

５
分
２９
秒
３０ 

 

［
女
子
］ 

 
 

山
本 

８
０
０
ｍ 

３
分
２５
秒
９２ 

／ 

砲
丸
投 

５
ｍ
６５ 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夏
休
み
期
間
中
の
７
月
２５
日
～
２７
日
ま
で
の
３
日

間
、
二
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
挨
拶
の
仕
方
や
マ
ナ
ー
等
を

学
校
で
学
び
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
場
所
で
は
仕
事
に
対
す
る
姿
勢

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
る
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
進
路
実

現
に
十
分
に
活
か
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
事
業
所
の
皆
様
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

愛
校
作
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

８
月
１８
日
（
土
）、
昼
間
部
・
夜

間
部
・
田
野
分
校
の
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
の
合
同
で

学
校
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
に
な
い

厳
し
い
暑
さ
で
の
作
業
で
し
た
が
、
早
朝
か
ら
多
く
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
心
地
よ
い

環
境
で
学
校
生
活
が
送
れ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

定
時
制
通
信
制
東
部
支
部
体
育
大
会 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

 

９
月
８
日
（
土
）
、
東
工
業
・
山
田
・
室
戸
・
中
芸
（
昼
間
部
・
夜
間
部
）
に

よ
る
第
５
回
定
時
制
通
信
制
東
部
支
部
体
育
大
会
が
、
室
戸
高
校
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
選
手
ま
た
は
応
援
団
と
し
て
参
加
し
、
他
校
の
生
徒

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
競
技
種
目
は
、
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ス
カ
ッ
シ

ュ
バ
レ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
各
部
門
で
生
徒
た
ち
は
よ
く
健
闘
し
、
上
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。 

大
会
結
果 

（
中
芸
高
校
昼
間
部 

関
係
分
） 

◎

卓
球 

 
 

女
子
の
部 

二
部 

シ
ン
グ
ル
ス 

第
一
位 

山
本 

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

 

男
子
の
部 

二
部 

シ
ン
グ
ル
ス 

第
一
位 

河
田 

 
 
 
 
 
 

二
部 

ダ
ブ
ル
ス 

 

第
一
位 

浜
田 

 

近
藤 

 

女
子
の
部 

二
部 

ダ
ブ
ル
ス 

 

第
一
位 

小
松 

 

山
中 

◎
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー 

 

男
子
の
部 

 
 
 

第
二
位 

中
芸
３
班 

（
細
川
・
川
島
・
五
味
・
宮
田
） 

 

女
子
の
部 

 
 
 

第
一
位 

中
芸
６
班 

（
佐
藤
・
馬
門
・
山
本
・
坂
本
・
大
西
） 

 

男
女
混
合
の
部 

 

第
一
位 

中
芸
１０
班 

（
川
田
・
山
中
・
小
松
・
松
田
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
位 

中
芸
１１
班 

（
岡
田
・
島
岡
・
島
﨑
・
西
岡
） 

 

防
災
教
室 

 

 

 

 

 

９
月
１９
日
（
水
）
、
日
赤
高
知
県
支
部
事
業
推
進
課
の
方
を
講
師
に
迎
え
、

安
芸
市
社
協
・
安
芸
市
と
田
野
町
の
奉
仕
団
の
方
々
の
御
協
力
の
も
と
、「
防
災

教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
南
海
巨
大
地
震
に
備
え
た
学
習
を

毎
年
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
災
害
時
要
支
援

者
へ
の
配
慮
や
避
難
所
の
運
営
な
ど
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。 

活
動
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
避
難
者
の
部
屋
割
り

や
ト
イ
レ
の
配
慮
な
ど
、
悩
み
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
生
徒
達
で
考
え
た

避
難
所
施
設
が
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座 

 

８
月
２０
日(

月)

、
受
験
を
控
え
た
三
年
生
は

三
年
団
の
先
生
方
の
指
導
の
下
、
面
接
を
受
け

る
際
の
基
本
的
な
心
構
え
や
礼
儀
作
法
・
マ
ナ

ー
を
学
び
ま
し
た
。
模
擬
面
接
を
体
験
し
、
進
路

実
現
に
向
け
て
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
活
か
し
な
が
ら
、
何
度
も
練
習
を
重

ね
ま
し
た
。 

９
月
中
旬
か
ら
、
就
職
・
進
学
共
に
受
験
本
番

を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
実
現
の

た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

  


